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一　般　演　題

1．病院LANを用いる画像検査予約システム
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　画像検査予約システムの目的は，電話による予約の煩

雑さを解消し，予約状況の的確な把握により，患者の行

動予定を明確にし，看護支援および患者サービスを向上

させることである．この手段として病院のローカル・エ

リア・ネットワーク（LAN）を用いる．

　前記のため，予約システム検討会を組織したが，その

経過は，①院内の予約を必要とする全ての検査は病院

LAN端末を用いて予約する．②医師，ナース，技師，

医事課職員およびシステム・エンジニアを構成員とする

検討会を設置した．③検討会は，平成元年3月13日に

始まり42回の会合を開き平成2年6月6日に終わった．

以上である．

　下記がまとめである．予約受付側（放射線部門）では，

部門単位の画像検査スケジュール，予約台帳の作成，公

開する予約枠と部門保留枠との調整が行われる．予約取

得側は，予約状況を端末の画面上で確認しながら予約し，

患者単位の行動予定表を得る．

2・1231・IMPによる脳血流量測定の有用性
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　1231－IMPを用いた持続動脈採血法による局所脳血流

量測定を111例（脳梗塞53例，パーキンソン病34例，

老年痴呆7例，その他17例）に施行し，痴呆の有無お

よび日常生活動作（ADL）と局所脳血流量との関係につ

いて検討を行った．痴呆症例では前頭，側頭葉および基

底核領域の有意な血流低下を認めた．ADL低下（要介

助）群では，ADL良好（自立）群に比し全体的に脳血流

が低下しており，広範な脳実質障害が示唆されたが，特

に前頭葉，基底核領域に高度の血流低下を認めた．脳血

流量の定量的評価は，痴呆およびADL低下例における

病態評価ならびに経過観察に有用と考えられた．

3．興味あるSPECT所見を示したMeningiomaの1例
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　症例は41歳，男性．けいれん発作を主訴に来院．入

院時には神経学的に異常所見を認めなかった．入院後の

X線CTおよびMRIにより，右後頭部に著明な造影

効果を示す腫瘤を認め，Meningiomaと診断された．

99mTc－HM－PAOのDynamic像では腫瘍部は高集積を

示しており，Early像でも同様であった．　Delayed像で

は同部は低集積へと変化した．1231・IMPのSuper　Early

像では腫瘍部は高集積を示したが，Early像では低集積

へと変化した．また，腫瘍部以外の大脳半球のrCBFは

51～57m1／min／1009と高値であった．手術後12日目に

行われた1231－IMPでは，両側大脳半球のrCBFは35～

43　ml／min／1009と正常化した．本例のように，腫瘍部

での脳血流トレーサーの集積は経時的に変化するため，

注意が必要と考えられた．

4・SPECTにて興味ある所見を示した亜急性硬化性全

　　脳炎（SSPE）の1例
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　脳血流SPECTにて経過観察が可能であった亜急性硬

化性全脳炎（SSPE）の1例を呈示する．症例は，8歳女

児で，発症後早期の脳血流SPECTにて，後頭葉および

小脳半球に脳血流の低下を認めた．この所見は，SSPE

の初期病変が病理学的には後頭葉より出現するという報

告に一致する．同時期のX線cr，　MRIでは異常所見

は指摘できなかった．発症後4か月目の脳血流SPECT

では，後頭葉の集積低下は改善したが，左側頭葉に新

たな集積低下が認められた．脳血流SPECTは，早期の
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